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【概 要】

本研究の目的は、実験生理人類学によって新たに蓄積される実験データやこれまでに

蓄積されてきた研究成果に理論生理人類学という新たな考え方を導入し、両者の融合か

ら生理人類学を体系化することである。５年間の研究期間内に、実験生理人類学におい

ては、生理人類学のキーワード（生理的多型性、全身的協関、機能的潜在性、テクノア

ダプタビリティ、環境適応能）を柱にしたデータを蓄積し、作用メカニズムの解明に努

める。脳機能計測に関しては、時間分解分光連続測定システム等を用い、自律神経活動

連続計測に関しては血圧、脈拍数等を用いる。さらに、唾液中のコルチゾールと免疫グ

ロブリンの計測を実施し、すべての指標において絶対値計測を行う。理論生理人類学に

おいては、キーワードを念頭において、遺伝子型、環境・文化、表現型の関係に関する

モデル化を行う。加えて、生理人類学の考え方や方法論を構築することによって、生理

人類学の体系についての提案を行う。実験・理論生理人類学という観点から生理人類学

の体系を構築し、生理人類学という学問の新たな展開に貢献することを目指す。

【期待される成果】

現在に至るまで、生理人類学体系化の試みは実施されておらず、生理人類学のキーワ

ードを明確に意識した研究は極めて少ないのが現状である。このような状況の中、実験

生理人類学ならびに理論生理人類学という観点から本学問の大系化がなされた場合、生

理人類学が再構築されることが期待される。その結果、１）生得的要因である遺伝子型、

２）環境や文化による修飾ならびに３）その修飾の結果としての表現型の関係が明らか

になり、人間自体の理解が深まる。
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